


カタログNo.AA058-15-05 10-20E

http://www.isamu.co.jp
イサム塗料 検 索

301マットクリヤー

■作業上の注意点
１.塗 料・スプレーミストを皮ふや粘膜に付着させない
●作業着・手袋・フード付帽子などで、皮ふなどに直接付着しないように保護してください。
●保護メガネを必ずかけてください。眼に飛沫が入った時は、すぐに大量の水で洗い流し、ただちに専門医の
手当を受けてください。
２.スプレーミストを吸い込まない
塗装の際、JIS T8153に適合し労働大臣の行う形式検定に合格した送気マスクを必ず着用してください。
■イソシアネートの毒性について
１.スプレーミストの吸入による中毒症状
軽症：不快感・頭痛・咳　中症：喉頭炎と同じ様な症状
重症：ぜんそく状の気管支ケイレンを伴う発作

２.皮ふに触れた場合の炎症
塗料・スプレーミストが直接皮ふに触れると、赤くはれるなどの炎症を起こす場合があります。
３.一度中毒症状になると再発しやすい
一度中毒・炎症を起こしたりすると、過敏になり再発しやすくなる傾向があるので注意してください。気管
支炎になりやすいなど呼吸器系が敏感な人や即応症のある人、皮ふカブレの出やすい人、アレルギー質
の人は、作業には従事しないでください。
■容器のふたを必ず閉める
１.硬化剤：硬化剤は空気の湿気・水分と反応するので、使用時以外は必ずふたをして、湿気・水分との接触を
さけてください。

２.主剤：主剤は使用時以外は必ずふたをして、溶剤の揮散をさけてください。
※取扱いに際しては、安全データシート（SDS）に従ってください。

使用にあたってのご注意

特　長
① 全艶消しの艶消しクリヤーで、カラーベースにダイレクトで塗装可能です。
② ブラックの上に塗装した場合、漆黒性が高く、スムースな肌ができます。
③ 乾燥後の塗膜を軽く擦っても、こすり艶が出にくいです。
④アクセル３０１ルナクリヤーと組み合わせることで艶調整ができます。
⑤ ＰＲＴＲ法対象外、特化則対応、第４類第二石油類です。

塗り回数 3回塗り（推奨膜厚：４０～５０μｍ/ＤＲＹ）

2時間（23℃）

調合比
（重量比） 3  ：  1(33.4%)

主 剤 AXEL
マルチハードナー

: B

A B

※シンナーはウレタンエコブレンダーを推奨いたします。
ＰＰバンパーに塗装する場合も同様の仕様です。（マルチソフトナーは不要です。）
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艶調整クリヤーに対し３３．４%
ハードナー調合済みクリヤーに対し２５％
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【塗装条件（ボンネット塗装時）】

【艶調整調合方法】

【塗装方法】

６０℃×３０分または２３℃×１６時間

注）アクセル301マットクリヤーはブロック塗装してください。ボカシ塗装はできません。

カラーベース塗装

クリヤー塗装
（１回目）

フラッシュオフ

クリヤー塗装
（２回目）

フラッシュオフ

クリヤー塗装
（３回目）

セッティング

乾燥

各種カラーベースの塗装方法に準ずる
　　※カラーベース塗装後のセッティングは十分にとってください。

ウェット塗装（吹きムラがないように）

１５分（２３℃）全体に艶が引くまで静置
　　※エアブロー等での乾燥促進はさせないでください。

ウェット塗装（吹きムラがないように）

なし
※塗装箇所がウェットな状態で次工程に進んでください。

セミウェット
※なるべくクロスコートで塗装してください。

３０分（２３℃）

【ハードナー・シンナー選定（ボンネット塗装時）】
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４０＋リターダー

使用方法

可使時間（ポットライフ） 乾燥時間

リターダーに関しては、配合するシンナー量の２０％の置き換えを最大としてください。

シンナー希釈25%（対ハードナー調合済クリヤー）

指触乾燥　20分
強制乾燥　60℃×30分以上
自然乾燥　23℃×16時間以上

☆カーオーナー様へのコメント事項
1.昆虫や鳥糞などはすぐに取り除いてください。簡単に取れない場合は水などを浸して軟らかいスポンジや布などを使用して除去してください。とご説明ください。
2.洗車する場合には自動洗車は避けてください。軟らかいスポンジや布などを使用してマイルドな石鹸と多量の水で、直射日光の当たらない場所で手洗いしてください。とご説明ください。


